
事業所名：グループホーム こころあい

目標達成計画 作成日： 平成 23年 4月 28日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 23

入居者様個々人の思いや意向の把握について
は、本人様から直接希望を聴く事はもちろん、
日々の様子観察の徹底、コミュニケーションを通
し言葉にならない思いを感じるように努め、カン
ファレンスや家族様からの情報等も収集し、全
職員で共有しているが、認知症の進行と重度化
に伴い、個々人の思いや意向の実現が困難な
場合も出てきている。

入居者様個々人の思いや意向の把握だけに
留まることなく、認知症の進行と重度化という
現実の中でも、入居者様個々人の思いや意
向を、より多く実現出来るよう取り組んでいき
たい。

認知症の進行と重度化に伴い、入居者様個々
人の思いや意向の実現が困難な場合も出てき
ており、困難な入居者様には選択肢を掲示する
ことで、ご本人に選択して貰う様にしているが、
今後は今以上に思いや意向等のアセスメント情
報の把握・共有を図り、個々人の思いや意向に
沿った選択肢を、数多く掲示する事で、個々人
の思いや意向をより多く実現出来るよう取り組
んでいきたい。

12ヶ月

2 19

ホームと家族様との関係は日頃からの、報告・
連絡・相談を密にし、情報等を共有する事で構
築出来ていると考えているが、家族様と入居者
様ご自身の関係には、入居者様により格差があ
り、全ての入居者様にとってご自身の家族様と
の密な関係の構築が望まれる。

入居者様とその家族様の関係については、密
な入居者様と、希薄な入居者様がおられ、格差
があるので入居者様にとって唯一無二の家族
様との橋渡し役をホームやホーム職員が担う
事で、全ての入居者様とその家族様との密な
関係が構築されるよう取り組んでいきたい。

現在もこころあい便り等を通じ、ホームへ足を運
んで下さるよう発信し、電話を掛ける等、直接ご
本人様と話して頂く機会を作っているが、今後
はそれらを継続しながら、ホームの行事（レク）
等への家族様の参加（誕生日会に参加して頂
く、外出行事に同行して頂く等）を、より具体的
に働き掛けていく事で、全ての入居者様とその
家族様との密な関係が構築されるよう取り組ん
でいきたい。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


